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第 3 章、および第 4 章では、招聘プログラムのコミュニケーションの分析に入る準備段












本研究のフィールドは、招聘プログラムを含めて 4 つある。招聘プログラムを除く 3 つ
のフィールドは、アメリカ人中心のフィールドが 2 つ（「バターン・コレヒドール防衛兵の
会」および「バターン降伏 70 周年フィリピンツアー」）と、日本人中心のフィールド（「POW
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最後に、第 7 章の考察を受けて、第 8 章で本研究の結論を述べた。本研究の出発点は、
－ 96 － 
国家間で解決されるべき問題であった戦後和解が、被害当事者を疎外したものとして再検
討を迫られる政治的潮流のなかで、思いがけず当事者となった人びとにとっての「戦後和
解とは何か」という問いであった。本研究で明らかにされたことのひとつに、加害者に位
置づけられる日本人にとってはもちろん、被害当事者である元捕虜にとっても自分が戦後
和解の当事者であることは自明ではなく、自己を戦後和解の当事者とするために自分なり
の理由を考え出さなければならないという困難がある。ここでの困難は、日本人の加害の
否定や、元捕虜の心理的葛藤から生じる困難ではない。これまで、自己と戦後和解の接続
にともなう困難はおもに「正義」や「戦争責任」の視点から探究されてきたが、本研究で
は、それらでは説明できない接続の仕方が確認された。接続（または、その失敗）が戦後
和解の成否を左右する要因のひとつであることを考えると、接続の多様性のさらなる究明
は、今後の戦後和解の可能性を開く課題である。 
また、承認を関係の非対称性の問題と絡めて見ていくことで、承認には歴史認識（加害
の否定）では説明できない困難がともなうことが明らかになった。戦後和解には、被害者
が加害者より社会的劣位に置かれることによる非対称性のほかに、加害者が被害者より道
徳的劣位に置かれることによる非対称性がある。後者の非対称性を克服するために、日本
人は対称的な関係を前提とするが、その前提は、被害者と加害者のあいだの絶対的な非対
称性を前提とする元捕虜とのコミュニケーションに齟齬を生じさせてしまう。一方、この
非対称性は被害者である元捕虜にとっても困難である。彼らは、自らスケープゴートによ
る否定をおこなったり、友情への跳躍をおこなったりすることによって非対称性を乗り越
えようとする。しかし、承認が前提とされる限り、対称性は不完全にしか達成されない。 
ここで、再検討以来の戦後和解は危機に直面することになる。これまで、被害者と加害
者という関係の非対称性が戦後和解を試みる旧敵国の関係を損ねてしまう危険性は、両国
の被害の歴史を承認するという相互性を保証することによって回避できるとされてきた。
しかし実際は、戦後和解を実践する被害者にとって非対称性は絶対的でなければならず非
対称性に対する脅威となる相互性は、必ずしも保証されないのである。 
この危機を脱出する可能性は、「生の感知」による戦後和解に見出すことができる。招聘
プログラムでは、元捕虜の非対称性を脅かしてしまうにもかかわらず、元捕虜が日本の被
害のナラティヴに共感し、それを受け入れている事実が確認された。そこでは、元捕虜は
日本の被害の歴史を承認しているわけではなく、日本の被害者の生を感知しているのであ
った。 
生の感知が戦後和解にとって肯定的に作用するのは、被害者の生が普遍的な人間の生と
して感知されるのではなく、被害者個々人の生として感知されるからであることに注意す
る必要がある。元捕虜が日本人の生を感知するのは、日本人被害者が自分たちと同じよう
に戦争で傷つけられた人間であるからでなく、どのような被害者とも比較不可能な、何者
に対しても絶対的な非対称性を持つ被害者だからである。ここには、捕虜の歴史から独立
して語られた日本の被害のナラティヴにこそ、元捕虜が日本人被害者の生を感知するとい
う逆説がある。そのような生の感知があってはじめて、戦後和解は絶対的な非対称性を保
証しながら相互性の前提を保つことができるのである。 
